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砕石置換

貸付け対象エリア

最小砕石厚3.0mは確保

※粒径分布は200mm以下が85％

100mm以下が50％を目標にする

秋田港飯島地区岸壁（暫定-11m）平面図
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最小砕石厚3.0mは確保

※粒径分布は200mm以下が85％

100mm以下が50％を目標にする

標準断面図
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